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しずぶん ガイド

するが文学三館めぐり

静岡・焼津・藤枝の文学に会いに行こう

藤枝市郷土博物館・文学館
　 9：00～ 17：00
　 月曜、祝日の翌日、年末年始
　 高校生以上200円、
　（特別展入館料は別途）
　 中学生以下無料
　 藤枝市若王子500
● しずてつジャストライン（約10分）
 　JR藤枝駅北口 2番のりばから新静岡方面行乗車、
  　「蓮華寺池公園入口」下車、徒歩10分
　 054-645-1100

静
岡
、
焼
津
、
藤
枝
ゆ
か
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人
の
文
学
者
た
ち

　

静
岡
県
中
部
地
域
は
、
日
本
近
代
文
学
史
に
名
を
残
し
た

文
学
者
で
あ
る
中
勘
助
、
小
泉
八
雲
、
小
川
国
夫
に
ゆ
か
り

の
あ
る
地
で
す
。

　

彼
ら
の
文
学
や
、
そ
れ
ら
を
育
ん
だ
風
土
を
体
感
す
る
と

と
も
に
、
彼
ら
が
生
き
た
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
、
文
学
を
通
じ
て
静
岡
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

焼津小泉八雲記念館
　 9：00～ 17：00
　 月曜（祝日の場合は翌日）
　 年末年始
　 無料
　 焼津市三ケ名1550
● 焼津市自主運行バス（約5分）
　 JR焼津駅南口4番線から、「文化センター前」下車
　 054-620-0022

中勘助文学記念館
　 10：00～ 17：00
　 月曜（祝日の場合は翌日）
　 年末年始
　 無料
　 静岡市葵区新間1089-120
● しずてつジャストライン 藁科線（約25分）
　 JR静岡駅北口3番線または、静岡鉄道新静岡駅2番線
　 から、「見性寺入口」下車、徒歩4分。駐車場 4台有
 　054-277-2970

東海
道新
幹線

222

381

33

瀬戸川
藤枝市役所

焼津市総合
グラウンド

蓮華寺池公園入口

東海道
本線東

海
道
本
線

藤枝駅

蓮華寺池公園

静
岡
駅

時
休
￥

住

時
休

￥
住

時
休

￥
住

見性寺入口 安
倍
川

静
清
バ
イ
パ
ス

藁科川

362

1

1

207

354

駿府城公園

新静岡駅

服織小

羽鳥 I.C

服織中

焼津
駅

焼津神社

文化センター前

清見田公園

東海
道本
線

東
海
道
新
幹
線

焼津
市役所

焼津市役所
アトレ庁舎

81

30

制作：静岡県立大学 細川ゼミ　発行：2018 年 9月



小
泉 

八
雲

　
『
怪
談
』の
作
者
・
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
）は
ギ
リ
シ
ャ
に
生
ま
れ
、
渡

米
を
経
て
、
明
治
時
代
に
来
日
。
晩
年
、
避

暑
地
と
し
て
た
び
た
び
焼
津
の
地
を
訪
れ
、

家
族
と
と
も
に
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

八
雲
は
焼
津
の
海
と
人
情
を
愛
し
、
こ
の
地

を
舞
台
と
し
た
随
筆
「
焼
津
に
て
」「
乙
吉

の
だ
る
ま
」な
ど
の
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。

八
雲
の
幽
霊
譚
「
漂
流
」
も
こ
の
地
で
聞
い

た
話
を
も
と
に
書
か
れ
た
作
品
で
、
焼
津
小

泉
八
雲
記
念
館
に
は
、作
品
に
出
て
く
る「
板

子
」の
実
物
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
津

は
西
の
松
江（
島
根
県
）と
並
ぶ
八
雲
文
学

の
重
要
な
舞
台
で
す
。
記
念
館
に
は
、
焼
津

か
ら
妻
セ
ツ
に
宛
て
た
愛
情
あ
ふ
れ
る
八
雲

の
手
紙
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
津
市
内

に
は
八
雲
文
学
散
歩
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
、

記
念
碑
や
作
品
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

1
8
5
0（
嘉
永
３
）年 

― 

1
9
0
4（
明
治
37
）年

代表作

「耳なし芳一」「雪女」などよく知られた怪談の他に、
焼津ゆかりの幽霊譚「漂流」、「焼津にて」を収録。

怪談　1904（明治37）年
『小泉八雲集』 上田和夫訳 新潮文庫

中 

勘
助

　

中
勘
助
は
、
文
豪
・
夏
目
漱
石
の
推
薦
で

『
東
京
朝
日
新
聞
』に
連
載
し
た
自
伝
的
小
説

『
銀
の
匙
』
で
知
ら
れ
る
文
学
者
で
す
。
静

岡
と
の
縁
は
、
1
9
4
3（
昭
和
1
8
）年
〜

1
9
4
8（
昭
和
2
3
）年
ま
で
の
4
年
半
、

転
地
静
養
と
疎
開
の
た
め
、
妻
・
和
の
親
戚

を
頼
っ
て
、
東
京
か
ら
安
倍
郡
服
織
村
（
現

静
岡
市
葵
区
新
間
）に
滞
在
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
戦
中
戦
後
の
厳
し
い
時
代
、
服

織
の
豊
か
な
自
然
や
温
か
い
人
々
と
の
交
流

は
文
学
活
動
に
影
響
を
与
え
、
こ
の
地
を
題

材
に
し
た
詩
歌
、
俳
句
、
随
筆
な
ど
の
作
品

を
多
く
残
し
、
帰
京
後
も
静
岡
と
の
縁
は
永

く
続
き
ま
し
た
。中
勘
助
文
学
記
念
館
で
は
、

ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
中

勘
助
夫
妻
が
当
時
住
ん
だ
「
杓
子
庵
」も
復

元
さ
れ
、
中
勘
助
の
顕
彰
、
文
化
交
流
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

1
8
8
5（
明
治
18
）年  

― 

1
9
6
5（
昭
和
40
）年

代表作

中勘助の自伝的小説。主人公「私」の幼年期から青年
期までを細やかに、品格ある文章で綴った名作。

銀の匙　1921（大正10）年
『銀の匙』 岩波文庫

小川国夫の最初の小説集。地中海沿岸をバイクで旅
した留学時代の体験を瑞々しい文体で描く。

アポロンの島　1957（昭和32）年
『アポロンの島』 講談社文芸文庫

小
川 

国
夫

　

藤
枝
生
ま
れ
藤
枝
育
ち
の
小
川
国
夫
は
、

自
ら
を
「
枝
っ
子
」
と
称
す
る
郷
土
愛
の
持

ち
主
で
し
た
。
若
き
日
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

し
、
地
中
海
沿
岸
を
バ
イ
ク
で
旅
を
し
た
体

験
を
も
と
に
、
代
表
作
『
ア
ポ
ロ
ン
の
島
』

を
執
筆
し
作
家
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
小
川
国
夫
の
小
説
は
、
聖

書
と
欧
州
体
験
を
題
材
と
し
た
作
品
を
の
ぞ

き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
藤
枝
、
焼
津
、
大
井

川
河
口
域
な
ど
、
郷
土
で
あ
る
駿
河
湾
西
岸

を
舞
台
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
文
学
の
魅
力

は
、
内
面
を
見
つ
め
る
深
い
眼
差
し
と
人
間

性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
凝
縮
さ
れ
た
文
体
に

あ
り
ま
す
。
蓮
華
寺
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
藤

枝
市
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
に
は
、
小
川
国

夫
の
書
斎
が
蔵
書
と
と
も
に
復
元
さ
れ
、
作

品
の
生
ま
れ
た
空
間
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

1
9
2
7（
昭
和
２
）年 

― 

2
0
0
8（
平
成
20
）年

代表作

撮影：相田昭

は
と
り

し
ゃ
く
し
あ
ん

Lafcadio Hearn

い
た

ご


